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☆適応疾患名：多発性骨髄腫

【1コース目】
薬剤 標準投与量 投与法 1week 2week 3week 4week
サークリサ       10mg/kg 点滴静注 day1 day8 day15 day22
ポマリスト 4mg/body 内服

※33mg/body
（75歳以上は16.5mg）
※レナデックス（内服）の場合は40mg/body（75歳以上は20mg）

【2コース目以降】
薬剤 標準投与量 投与法 1week 2week 3week 4week
サークリサ        10mg/kg 点滴静注 day1 day15
ポマリスト 4mg/body 内服

※33mg/body
（75歳以上は16.5mg）
※レナデックス（内服）の場合は40mg/body（75歳以上は20mg）

サークリサ（イサツキシマブ）：サークリサ点滴静注100mg, 500mg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【血管外漏出時の組織侵襲：非炎症性薬剤】
ポマリスト（ポマリドミド）：ポマリストカプセル1, 2, 3, 4mg
デキサート or レナデックス（デキサメタゾン）：デキサート注射液6.6mg or レナデックス錠4mg

プレメディケーション：サークリサ投与30分前に　
   　　解熱鎮痛薬（カロナール500mg）、　抗ヒスタミン薬（レスタミン50mg）
　　　　H2受容体拮抗剤（ファモチジンD20mg）、ロイコトリエン受容体拮抗薬（モンテルカスト10mg）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を内服

day1～21

投与スケジュール

血液内科64　IsaPd

１コース

day1～21

投与スケジュール

デキサート 点滴静注 day1 day8 day15 day22

デキサート 点滴静注 day1 day8 day15 day22

day1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
サークリサ ● ●※
ポマリスト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
デキサート or レナデックス ● ●

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
● ●※
● ● ● ● ● ● ●
● ●

※2コース目以降のサークリサは
day1、15のみ投与



R3.6.4作成 

 

◎必ず 0.2 または 0.22 ミクロンのフィルターを用いて投与すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）初回投与、2 回目以降投与では点滴速度が異なっている 

  （それぞれ点滴速度換算表で確認すること ※点滴速度換算表は別紙参照） 

 

 

【サークリサ短縮投与】 

※サークリサ２回目以降に infusion reaction が見られない場合に限り２コース目から変更可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サークリサ10mg/kg
生理食塩液　250mL ※全量250ｍLに調製

　 ※投与速度はサークリサ
　　点滴速度換算表参照

側管本管

生理食塩液　100ｍL

30分

カロナール500mg 1錠 内服
レスタミンコーワ10mg 5錠 内服
ファモチジンD20mg 1錠 内服
モンテルカスト10mg 1錠 内服

デキサート33mg
（75歳以上は16.5ｍｇ）
生理食塩液 100mL

30分

サークリサ10mg/kg
生理食塩液　250mL ※全量250ｍLに調製

　 ※投与速度はサークリサ
　　点滴速度換算表参照

側管本管

生理食塩液　100ｍL

カロナール500mg 1錠 内服
レスタミンコーワ10mg 5錠 内服
ファモチジンD20mg 1錠 内服
モンテルカスト10mg 1錠 内服

デキサート33mg
（75歳以上は16.5ｍｇ）
生理食塩液 100mL

30分


